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　10月30日（日）今年は村制60周年ということで、収
穫祭と文化祭の合同開催となりました。文化祭では合
唱や民謡、演奏やダンスなど様々な発表が行われました。
　収穫祭では栄村の秋の味覚がふんだんに提供されま
した。またその中で餅つき体験が行われ、「よいしょ」「よ
いしょ」というかけ声のもと、力いっぱい餅をついてい
ました。ついた餅はその場で提供され、つきたての餅
を満喫されていました。
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10
月
1
日
、
か
た
く
り
ホ
ー
ル
に
お

い
て
村
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
村
内
外
か

ら
1
4
0
名
の
来
賓
並
び
に
関
係
者
の

出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

栄
ふ
る
さ
と
太
鼓
の
勇
壮
な
演
奏
に

続
い
て
、
長
年
、
村
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
た
皆
さ
ん
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
栄
中
学
校
全

校
生
徒
に
よ
る
合
唱
と
、
苗
場
山
麓
ジ

オ
パ
ー
ク
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
功
労
の
部
】

■
島し

ま
だ田
伯の

り
あ
き昭
さ
ん
　（
青
倉
）

　

13
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
栄
村
議
会

議
員
と
し
て
重
責
を
担
い
、
村
政
の
発

展
と
村
民
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た

功
績

■
宮み

や
が
わ川

頼よ
り
ゆ
き之

さ
ん
（
野
田
沢
）

　

家
族
農
業
経
営
を
確
立
し
、
栄
村
の

特
産
品
で
あ
る
高
品
質
な
「
ジ
ュ
ー
ス

用
加
工
ト
マ
ト
」
の
生
産
に
寄
与
し
、

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
た
功
績

■
中な

か
む
ら村

敏と
し
じ二

さ
ん
　（
長
瀬
）

多
年
に
わ
た
り
、
ワ
ラ
細
工
の
講
師
を

務
め
、
多
く
の
村
民
や
子
ど
も
達
に
技

術
を
伝
承
し
、
伝
統
工
芸
の
保
全
に
尽

力
さ
れ
た
功
績

■
藤ふ

じ
き木

金か
ね
と
し寿

さ
ん
　（
極
野
）

　

多
年
に
わ
た
り
、
栄
村
の
特
産
品
で

あ
る
「
猫
つ
ぐ
ら
」
の
製
作
に
取
組
み
、

つ
ぐ
ら
振
興
会
長
と
し
て
、
多
く
の
村

民
に
技
術
を
伝
承
し
、
伝
統
工
芸
の
保

全
に
尽
力
さ
れ
た
功
績

■
梅う

め
づ津

三み
つ
や彌

さ
ん
（
横
浜
市
栄
区
）

　

10
年
の
永
き
に
わ
た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
「
気
波
動
ヒ
ー
リ
ン
グ
」
を
と
お

し
て
村
民
の
心
労
の
緩
和
と
健
康
増
進

に
貢
献
さ
れ
た
功
績

■
國く

に
も
と本
一か

ず
お夫
さ
ん
（
中
野
市
）

　

20
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
村
民
の
機

能
回
復
訓
練
に
取
り
組
ま
れ
、
高
齢
者

の
老
化
防
止
と
村
民
の
健
康
増
進
に
貢

献
さ
れ
た
功
績

■
高た

か
は
し橋
智と

も
こ子
さ
ん
（
中
野
市
）

　

精
神
科
医
師
と
し
て
、
永
き
に
わ
た

り
「
心
の
健
康
相
談
会
」
を
と
お
し
て

村
民
の
心
労
の
緩
和
と
健
康
増
進
に
貢

献
さ
れ
た
功
績

●
表
　
彰
　
者

60
周
年
記
念
式
典
で
次
の
皆

さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
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■
田た

ぐ
ち口

信の
ぶ
ひ
ろ博

さ
ん
（
千
葉
県
野
田
市
）

　

平
成
18
年
よ
り
「
グ
ル
ッ
と
ま
る
ご

と
栄
村
1
0
0
㎞
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
」

を
企
画
運
営
さ
れ
、
栄
村
を
代
表
す
る

夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
さ
せ
、

観
光
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
功
績

■
井い

の
う
え上

英ひ
で
よ世

さ
ん
（
大
阪
府
摂
津
市
）

　

平
成
23
年
長
野
県
北
部
地
震
以
降
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
栄
村
の
復
興
支

援
の
た
め
、「
鍼
と
灸
」
を
と
お
し
て
村

民
の
心
労
の
緩
和
と
健
康
増
進
に
貢
献

さ
れ
た
功
績

■
太お

お
た田

久く

み

こ
美
子
さ
ん
（
東
京
都
東
村
山
市
）

　

平
成
23
年
長
野
県
北
部
地
震
以
降
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
栄
村
の
復
興
支

援
の
た
め
、
村
民
の
心
労
の
緩
和
と
健

康
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

■
斉さ

い
と
う藤
純じ

ゅ
ん
こ子
さ
ん
（
長
野
市
）

　

平
成
23
年
長
野
県
北
部
地
震
以
降
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
栄
村
の
復
興
支

援
の
た
め
、「
ヨ
ガ
」
を
と
お
し
て
村
民

の
心
労
の
緩
和
と
健
康
増
進
に
貢
献
さ

れ
た
功
績

■
町ま

ち
だ田

公き
み
こ子

さ
ん
（
長
野
市
）

　

平
成
23
年
長
野
県
北
部
地
震
以
降
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
栄
村
の
復
興
支

援
の
た
め
、「
音
楽
療
法
」
を
と
お
し
て

村
民
の
心
労
の
緩
和
と
健
康
増
進
に
貢

献
さ
れ
た
功
績

■
南み

な
み
し
ん
し
ゅ
う

信
州
森も

り
か
ぜ
か
い

風
会

　
代
表
　
宮み

や
じ
ま嶋

節せ
つ
こ子

さ
ん
（
飯
田
市
）

　

平
成
23
年
長
野
県
北
部
地
震
以
降
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
栄
村
の
復
興
支

援
の
た
め
、「
歌
」
を
と
お
し
て
村
民
の

心
労
の
緩
和
と
健
康
増
進
に
貢
献
さ
れ

た
功
績

■
地ち

い
き
し
り
ょ
う

域
史
料
保ほ

ぜ
ん
ゆ
う
し

全
有
志
の
会か

い

　
代
表
　
白し

ろ
う
ず水

智さ
と
しさ

ん
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）

　

平
成
23
年
長
野
県
北
部
地
震
で
被
災

し
た
家
屋
か
ら
、
古
文
書
や
民
具
の
救

出
活
動
に
当
た
ら
れ
、
栄
村
の
歴
史
文

化
史
料
の
保
全
と
そ
の
伝
承
に
尽
力
さ

れ
た
功
績

【
善
行
の
部
】

■
石い

し
ざ
わ澤
義よ

し
て
る照
さ
ん
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

　

栄
村
歴
史
文
化
館
の
開
館
に
合
わ
せ
、

木
造
彫
刻
「
大
黒
様
」
と
そ
の
収
蔵
用

建
物
を
建
築
し
、
寄
付
さ
れ
た
善
意
は

他
の
模
範

■
原は

ら
や
ま山
茂し

げ
お夫
さ
ん
（
長
野
市
）

　

教
員
と
し
て
秋
山
地
区
の
教
育
に
尽

力
さ
れ
、
秋
山
郷
の
振
興
の
た
め
多
額

の
篤
志
を
寄
付
さ
れ
た
善
意
は
他
の
模

範

▶
記
念
式
典
に
お
い
て
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
と

　
村
関
係
者

▶
表
者
の
皆
さ
ん
に
は
表
彰
状
と

　
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た

▶
栄
ふ
る
さ
と
太
鼓
の
演
奏
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10
月
30
日（
日
）「
栄
村
文
化
祭
」及
び「
栄

村
収
穫
祭
」が
栄
村
役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
村
内
外
か

ら
た
く
さ
ん
の
方
が
来
場
さ
れ
、
大
盛
況
と

な
り
ま
し
た
。
文
化
祭
に
お
い
て
は
、
小
・

中
学
校
の
全
校
合
唱
で
澄
み
切
っ
た
歌
声

が
ホ
ー
ル
を
包
み
、
後
半
の
ス
テ
ー
ジ
発
表

で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
練
習
の
成
果
を
存
分
に

披
露
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
収
穫
祭
で
は
、
来

場
者
の
皆
さ
ん
が
つ
き
た
て
の
餅
や
新
米
、

特
産
物
な
ど
で
栄
村
の
秋
の
味
覚
を
堪
能

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲オープニングは栄中吹奏楽部の皆さん。
　3年生は最後の演奏でした。

▲各出店行列となり、大盛況となりました。▲多種多様な発表でホール全体魅了されました。

▲さかえ田植唄愛好会さんによる発表。

▲樋口駿介さん（右上）、樋口杏夏
さん（右下）、山田眞士さん（左上）
によるピアノ演奏。

▲栄ふるさと太鼓で収穫祭のボルテージもMAXに。

栄
村
文
化
祭・収
穫
祭
が

同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
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木
々
の
葉
も
す
っ
か
り
色
付
き
、
高

い
山
か
ら
は
雪
の
頼
り
も
届
く
時
期
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
の
冬
も
、
も

う
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
冬
と
い
え
ば
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
ね
。

　

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
は
今
年
で

21
年
目
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
昨

年
は
20
周
年
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
雪

の
た
め
、
思
い
切
り
楽
し
む
事
が
出
来

ず
に
残
念
だ
っ
た
皆
さ
ん
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
が
、
今
年
は
た
っ
ぷ
り
の
雪

を
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

　

そ
ん
な
今
シ
ー
ズ
ン
の
オ
ー
プ
ン
日

は
12
月
17
日
（
土
）
と
な
り
ま
し
た
。

リ
フ
ト
営
業
は
昨
年
同
様
特
別
期
間
（
年

末
年
始
、
春
休
み
）、
土
日
祝
日
は
全
リ

フ
ト
を
運
行
し
ま
す
が
、
平
日
は
初
心

者
用
の
リ
フ
ト
は
運
休
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ウ
ダ
ー
好
き
の
皆
さ
ん
に

好
評
な
「
平
日
パ
ウ
ダ
ー
祭
り
」（
平
日

極
力
非
圧
雪
）
は
今
シ
ー
ズ
ン
も
同
様

に
行
う
予
定
で
す
。

　

平
日
で
も
学
校
の
ス
キ
ー
授
業
な
ど

予
約
の
あ
る
日
は
今
ま
で
ど
お
り
に
圧

雪
を
行
な
い
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、「
雪
マ

ジ
19
」（
19
歳
リ
フ

ト
無
料
）
や
、「
雪

マ
ジ
20
」（
20
歳
リ

フ
ト
半
額
）
を
今
年

も
行
い
ま
す
の
で
、

19
歳
、
20
歳
の
方
は

今
年
も
楽
し
み
に
し

て
い
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
ち
ら
の
ご
利
用

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
事
前
に
登
録
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
特
に
雪
マ
ジ
19

は
、
全
国
1
9
0
以

上
の
ス
キ
ー
場
を
無

料
で
利
用
す
る
事
が

で
き
ま
す
の
で
大
変

お
得
で
す
。（
平
成

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場

２
０
１
６-

２
０
１
７
シ
ー
ズ
ン
情
報

9
年
4
月
2
日
～
平
成
10
年
4
月
1
日

生
れ
の
方
が
今
シ
ー
ズ
ン
19
歳
の
対
象

に
な
り
ま
す
）
該
当
の
皆
さ
ん
は
ぜ
ひ

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
活
用
し
て
今
年
の
冬

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
今
年
も
12
月
に

村
民
割
引
証
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご

家
族
、
ご
親
戚
な
ど
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
例
年
好
評
の
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
の
シ
ー
ズ
ン
レ
ン
タ
ル
を
行
い
ま

す
。
受
付
期
間
は
11
月
14
日
か
ら
11
月

25
日
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ま
た
告
知
放
送
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
も
、
村
民
皆
様
の
ご
利

用
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 

【
問
合
せ
先
】

　

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場

　
（
商
工
観
光
課
）

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
３
３
３

▲2016／17シーズンのポスター
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信
濃
中
野
税
務
署
で
は
、
青
色
決
算

書
の
作
成
方
法
や
作
成
に
あ
た
っ
て
の

注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
、
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

説
明
会
で
使
用
す
る
資
料
は
、
当
日

会
場
で
配
付
し
ま
す
。

①
飯
山
市
会
場
（
飯
山
市
公
民
館
）

◇
日　

時

　

平
成
28
年
12
月
8
日
（
木
）

・
農
業
所
得
を
有
す
る
方

　

午
前
10
時
～
正
午

・
営
業
、
不
動
産
所
得
を
有
す
る
方

　

午
後
2
時
～
午
後
4
時

②
中
野
市
会
場
（
中
野
市
民
会
館
）

◇
日　

時

　

平
成
28
年
12
月
7
日
（
水
）

・
農
業
所
得
を
有
す
る
方

　

午
前
10
時
～
正
午

・
営
業
、
不
動
産
所
得
を
有
す
る
方

　

午
後
2
時
～
午
後
4
時

【
問
合
せ
先
】

　

信
濃
中
野
税
務
署
個
人
課
税
部
門

　

☎
０
２
６
９
-2
2
-３
１
５
１

　
（
音
声
案
内
に
従
い
、
２
番
を
選
ん
で

く
だ
さ
い
）

　

特
別
徴
収
と
は
、
個
人
（
給
与
所
得

者
）
の
村
県
民
税
を
給
与
の
支
払
者
が

毎
月
の
給
与
の
支
払
い
の
際
に
そ
の
人

の
給
与
か
ら
天
引
き
し
て
、
市
町
村
に

納
め
る
方
法
の
こ
と
で
す
。

◇
特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト

　

従
業
員
の
方
に
と
っ
て
は
、
毎
月
の

給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
の
で
、
納
め

忘
れ
や
納
税
の
手
間
が
省
け
ま
す
。
ま
た
、

１
年
分
の
税
額
を
12
回
に
分
け
る
の
で
、

普
通
徴
収
（
年
４
回
）
に
比
べ
納
め
や

す
く
な
り
ま
す
。

◇
給
与
支
払
者
の
事
務

　

役
場
か
ら
税
額
の
印
字
さ
れ
た
通
知

書
及
び
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

事
業
所
の
方
が
税
額
を
計
算
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
通
知
書
に
基
づ
い
て

毎
月
の
給
与
か
ら
天
引
き
し
、
翌
月
の

10
日
ま
で
に
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
特
別
徴
収
義
務
者
の
指
定

　

個
人
住
民
税
を
特
別
徴
収
に
よ
り
納

め
る
に
は
、
事
業
者
が
村
か
ら
特
別
徴

収
義
務
者
の
指
定
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
会
計
税

務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

家
屋
な
ど
の
建
物
は
固
定
資
産
税
の
課

税
対
象
で
す
。
新
築
・
増
築
ま
た
は
解
体

を
し
た
と
き
は
、
会
計
税
務
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◇
新
築
・
増
築
の
場
合

　

役
場
の
担
当
者
が
家
屋
調
査
を
実
施
し
、

翌
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
ま
す
。

◇
解
体
の
場
合

　

届
出
書
を
役
場
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

役
場
の
担
当
者
が
解
体
さ
れ
た
こ
と
を
確

認
し
、
翌
年
度
か
ら
課
税
対
象
外
に
な
り

ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

会
計
税
務
課
会
計
税
務
係

　

☎
0
2
6
9
-8
7
-3
1
1
1

　
今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
ィ
ル
ス
の
飛
沫
感
染
に
よ
っ
て
起
こ

る
病
気
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
、
感

染
や
感
染
し
た
場
合
の
重
篤
な
合
併
症
な

ど
を
予
防
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
感
染
予
防
の
た
め
、
予
防

接
種
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

《
栄
村
診
療
所
の
接
種
料
金
》

・
中
学
生
以
下
こ
ど
も  　
2
，5
0
0
円

・
高
校
生
以
上
お
と
な  　
3
，5
0
0
円

《
補
助
対
象
者
と
補
助
金
額
》

◇
中
学
生
以
下
の
方

　

補
助
金
額　

1
，2
5
0
円

　
（
1
回
に
つ
き
）

※
13
歳
未
満
は
2
回
接
種

◇
65
歳
以
上
の
方

　

補
助
金
額　

1
，6
0
0
円　

　

近
隣
の
医
療
機
関
で
は
、
接
種
料
金
か

ら
補
助
金
を
差
し
引
い
た
額
で
請
求
さ
れ

ま
す
。

※
65
歳
以
上
の
方
は
、
こ
の
補
助
制
度
を

利
用
し
て
近
隣
の
医
療
機
関
で
も
予
防

接
種
を
受
け
ら
れ
ま
す
。　

接
種
料
金

は
医
療
機
関
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

※
栄
村
診
療
所
で
は
予
約
無
し
で
接
種
で

き
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

健
康
支
援
課
健
康
増
進
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
０
２
０

平
成
28
年
分
青
色
申
告
決

算
等
説
明
会
の
お
知
ら
せ

個
人
住
民
税
の
特
別

徴
収
の
お
知
ら
せ

家
屋
を
新
築
ま
た
は

解
体
し
た
ら
届
出
を

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

料
金
及
び
補
助
金
に
つ
い
て
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▲バケツリレーによる消火活動を体験▲消火器訓練

　

10
月
23
日
（
日
）
に
豊
栄
区
を
対
象

と
し
た
栄
村
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
避
難
誘
導
訓
練
と
フ
ラ
ン
セ
ー

ズ
で
防
災
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

北
野
天
満
宮
で
は
文
化
財
を
守
る
た
め

の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
各
集
落
公
民
館
等
で
敬
老
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
７
名
の
方
々
が
１
０
０
歳
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
7
名
の
方

に
は
、
国
・
県
・
県
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
お

祝
い
状
並
び
に
銀
杯
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
喜
寿
（
77
歳
）
を
迎
え
ら

れ
た
方
に
は
栄
村
商
品
券
、
白
寿
（
99
歳
）

米
寿
（
88
歳
）
を
迎
え
ら
れ
た
方
に
は
花

瓶
を
村
か
ら
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
健
康
に
過
ご
さ
れ

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
1
0
0
歳
対
象
者

・
月
岡
き
く
へ
さ
ん　
　
（
白
鳥
）

・
斎
藤
幸
二
さ
ん　
　
　
（
長
瀬
）

・
島
田
な
お
い
さ
ん　
　
（
月
岡
）

・
桜
沢
敏
一
さ
ん　
　
　
（
平
滝
）

・
宮
川
き
の
い
さ
ん　
　
（
程
久
保
）

・
斎
藤
正
男
さ
ん　
　
　
（
天
代
）

・
山
田
ト
シ
さ
ん　
　
　
（
小
赤
沢
）

栄
村
防
災
訓
練
を

　
　  

実
施
し
ま
し
た

運　行　方　法 利　用　料　金

路線運行は行わない
平日の路線運行区間内で希望
する地区を運行
例（1）極野～大久保
    （2）泉平～志久見　
　　　 など

基本　一人１回３００円
ただし、タクシーメーターが3,300
円を超える部分は超えた部分に
ついてお支払いいただきます。（学
割／障がい者割、回数券も利用
できます）2人以上利用しても料
金は3,300円以内です。
（6,600円にはなりません。）

運　行　時　間 運　行　範　囲

時間指定なし
6：30～19：00

（当日受付7:00～18：30）
(《早朝》6:30～7:00利用は受
付時間において前日予約をお
願いします）
時間内においていつでもご予
約下さい

東部、水内、豊栄、西部の各
地区
（戸口から戸口までが原則にな
ります。山間部や、農地への利
用は不可とさせていただきます）

平
成
28
年
栄
村
敬
老
会

　
９
月
よ
り
か
た
く
り
号
の
土
日
祝
日
運

行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
日
と
違
い
休
日
運
行
は
通
常
の
路
線

内
の
範
囲
内
に
限
り
指
定
時
間
を
気
に
せ

ず
に
い
つ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
利
用
方

法
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。（
帰
省
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
、

お
知
り
合
い
の
方
も
利
用
で
き
ま
す
）

土
日
祝
日
運
行「
い
つ
で
も

デ
マ
ン
ド
」を
ご
利
用
下
さ
い
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事　業　名 開催日 会　場 村補助金
栄中学校開校40周年

記念事業
H28.10.2

～10.3 栄中学校 90,000

さかえウォークラリー H28.10.10 農村広場 なし
栄村ソフトバレーボール

大会
H28.10.18
～10.20 栄小体育館 45,000

秋山郷「一再合祭」
（運動会、文化祭） H28.11.12 とねんぼ 60,000

SAKAE MANIA
（プロレスイベント） H28.11.13 スキー場レスト

ハウス 100,000

「みんなの学校」上映会 H28.11.27 かたくりホール 84,000
野田沢庭先キャンドル祭 H29.2.25 野田沢地区 100,000

　

今
年
は
栄
村
村
制
六
十
周
年
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
村
民
グ
ル
ー
プ
が
主
催
す
る

事
業
を
村
の
共
催
事
業
と
し
て
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

す
で
に
終
了
し
て
い
る
事
業
も
あ
り
ま

す
が
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

村
制
60
周
年
記
念

共
催
事
業

　

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働

き
を
利
用
し
て
、
排
水
に
含
ま
れ
る
有

機
物
を
約
90
％
取
り
除
き
、
河
川
、
水

路
に
放
流
す
る
の
で
、
水
環
境
の
保
全

に
有
効
で
す
。
現
在
、
合
併
処
理
浄
化

槽
を
設
置
し
て
い
な
い
家
庭
は
、
台
所

や
風
呂
等
の
生
活
排
水
を
そ
の
ま
ま
周

辺
の
河
川
、
水
路
に
放
流
し
て
い
ま
す
。

水
環
境
の
保
全
を
考
え
る
と
、
生
活
雑

排
水
の
未
処
理
放
流
は
好
ま
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
だ
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
し
て
い
な
い
場
合
は
、
設
置
に
つ
い

て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
度
に
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
希
望
が
あ
る
方
は
、
役
場
窓
口
及

び
秋
山
支
所
に
用
意
し
て
あ
る
「
浄
化

槽
設
置
希
望
届
出
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
産
業
建
設
課
建
設
係
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
は

総
工
事
費
の
10
％
の
分
担
金
が
か
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
年
度
途
中
で
の
設
置
希
望
に
つ

い
て
は
、
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

提
出
期
限
平
成
28
年
12
月
16
日
（
金
）

【
問
合
せ
先
】

　

産
業
建
設
課　

建
設
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
３

◇
実
施
期
間

　
平
成
28
年
11
月
9
日（
水
）～
15
日（
火
）

◇
防
火
標
語

『
消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時
そ

の
場
所
で
』

※
期
間
中
は
消
防
団
が
、
午
前
7
時
と

午
後
8
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
10
月
18
日
（
火
）
日
本
生

命
津
南
営
業
部
親
交
会
よ
り
栄
村
ふ
る

さ
と
づ
く
り
寄
付
金
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
寄
付
金

は
福
祉
事

業
に
充
て
ら

れ
ま
す
。

　

10
月
16
日
午
前
9
時
か
ら
森
地
区
農

業
集
落
排
水
施
設
前
の
畦
畔
に
て
畦
畔

管
理
省
力
化
事
業
の
説
明
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
説
明
会
は
畦
畔
芝
の
播
種
後

の
管
理
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

今
後
、
芝
に
よ
る
畦
畔
管
理
を
考
え
る

良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
説
明
会
や
広
報
に
よ
り
、
畦

畔
芝
の
推
進
を
行
う
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

産
業
建
設
課　

産
業
振
興
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
3

平
成
29
年
度
合
併
処
理
浄

化
槽
設
置
の
募
集
に
つ
い
て

畦
畔
管
理
省
力
化

事
業
説
明
会

日
本
生
命
津
南
営
業
部
親
交

会
か
ら
寄
付
を
受
け
ま
し
た

秋
季
全
国
火
災
予
防

運
動
の
実
施
に
つ
い
て
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◆
ご
み
処
理
の
経
費

　

年
間
経
費 

１
億
７
４
０
４
万
円

　

ご
み
１
ト
ン
あ
た
り
の
処
理
経
費

　

 

２
万
３
１
０
２
円

　
一
人
あ
た
り
の
処
理
経
費

 

８
８
１
３
円
／
年

　
一
世
帯
あ
た
り
の
処
理
経
費

 

２
万
４
２
８
１
円
／
年

◆
年
間
利
用
実
績	

２
８
４
件

 
（
内
栄
村　
３
７
件
）

◆
斎
場
の
経
費　

　

年
間
経
費 

 
２
０
９
１
万
円

　

火
葬
一
件
あ
た
り
の
経
費

   

７
万
３
６
３
４
円

◆
し
尿
の
量

　

総
搬
入
量 

７
０
３
０
㎘

　
＊
ド
ラ
ム
缶 

３
万
５
１
５
０
本
分

 

（
内
栄
村 

１
７
０
６
㎘
）

　

前
年
度
対
比　
１・５
％
の
増

平成27年度歳入歳出決算（単位：千円）

入ったお金（歳入）
4億60万7千円

使ったお金（歳出）
3億6千695万4千円

財政調整基金
からの繰入金

（
28 8 ,17 9）5 2 . 9 7％

（
3 3 0 ,7 7 8）6 0 . 8

0％

斎場組合費 
9.74%（43,112）

津南町     5.39%（23,857）
十日町市  3.21%（14,197）
栄　村     1.14%（5,058）

手数料
4.87％（19,517）

繰入金
11.66％
（46,704）

諸収入
4.80％

（19,220）

使用料
4.97％（19,925）

斎場、ごみ・
し尿処理場
使用料

最終処分場
の施設維持
管理費等

平成26年度
の繰越金

土地貸付料
利子積立等

くず鉄、古紙等
リサイクル品の
売却等

総務費
7.75％（28,449）

清掃総務費
2.41％
（8,860）

塵芥処理費
52.88％ 
（194,027）

し尿処理費
26.75％
（98,163）

最終処分場費
5.04％

（18,495）

議会費
0.05％（184）

斎場費
5.12％ （18,776）

議会運営費

組合全体の一般管理費、
監査委員費及び基金積立金等

74.92％（376,868
）

（

338,321） 92.2
0％

斎場の施設維持
管理費等

ごみ・し尿処理場
等の全体の総務
的経費等

ごみ処理場
の施設維持
管理費等

歳出
384,014

千円

津南町
32.04%
（128,350）

関係市町村の
負担金

歳入
400,607

千円

財産収入
0.01％（45）

十日町
23.65％
（94,731）

栄村
7.86％
（31,506）

使用料
及び
手数料

  9.84
%

  （39
,442）

繰越金
10.14％
（40,609）

（2 52 ,710）57.
0 8
％

 （
2 5 4 , 5 8 7）6 3

. 5

5％

ごみ処理・
し尿汲取・
許可申請
手数料

し尿処理場
の施設維持
管理費等

◎歳入／400,607千円 － 歳出／366,954千円 ＝ 33,653千円  は次年度へ繰り越し

　

津
南
町
・
十
日
町
市
（
旧
中
里
村
・

旧
松
之
山
町
の
区
域
）・
栄
村
の
３
市
町

村
で
構
成
し
、
火
葬
・
ご
み
・
し
尿
等

の
共
同
処
理
を
行
っ
て
い
る
『
津
南
地

域
衛
生
施
設
組
合
』
の
平
成
27
年
度
の

一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◆
ご
み
の
量
（
震
災
廃
棄
物
を
含
む
）

　

総
搬
入
量　

  

７
５
３
４
ト
ン

　
　
（
内
栄
村　
６
１
３
ト
ン
）

　

前
年
度
対
比  　
４・０
％
の
増

○
内　

訳

　

燃
え
る
ご
み　
　
　

 

６
１
３
９
ト
ン

　

資
源
ご
み 

２
５
８
ト
ン

　

空
び
ん 

１
７
７
ト
ン

　

空　

缶 
 

７
５
ト
ン

　

埋
め
立
て
ご
み 

１
１
６
ト
ン

　

古　

紙 

７
４
３
ト
ン

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白
色
ト
レ
イ 

２
６
ト
ン

一
人
あ
た
り
の
排
出
量 

３
８
１
㎏
／
年

一
世
帯
あ
た
り
の
排
出
量　

　
　
　
　

 
 

１
０
５
１
㎏
／
年

○
内　

訳

　

し
尿
搬
入
量 

３
０
２
７
㎘

　

浄
化
槽
汚
泥
搬
入
量 

４
０
０
３
㎘

◆
し
尿
処
理
の
経
費

　

年
間
経
費 

１
億
９
３
３
２
万
円

　

し
尿
、
浄
化
槽
汚
泥
１
㎘
あ
た
り

　
の
処
理
経
費 

１
万
２
２
３
４
円

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

財
政
事
情
公
表

ご
み
、
し
尿
処
理
等
に
使
っ
た
お
金
・
・
・
・
・
３
億
６
６
９
５
万
円

処
理
場
に
運
び
込
ま
れ
た
ご
み
の
量
・
・
・
・
・
・
・
７
５
３
４
ト
ン

ご
み
・
し
尿
処
理
等
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
せ
は
、
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

へ
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

　
☎
０
２
５
︲
７
６
５
︲
３
４
９
５

◇
ご
み
処
理
業
務

◇
斎
場
業
務

◇
し
尿
処
理
業
務



広 報 さ か え平成28年11月1日 （10）

　穴藤の川原では、約115万年前に榛名山(は
るなさん)付近でおこった噴火の火山噴出物
である上越火山灰（SK030）が見られます。
この火山灰には菫青石(きんせいせき)と呼
ばれる珍しい紫色の石が含まれています。
そして、この火山灰層より上の泥炭層から、
古型マンモスの左顎臼歯化石が出土しました。
　古型マンモスは、マンモス（ケナガマンモ
ス）の先祖にあたるとされ、日本には120万
年前頃、中国大陸から渡ってきたと考えら
れていて、70万年前まで生息していたとさ
れています。化石などから、大きさは高さ４ｍくらいであったと推測されます。
　古型マンモスの化石は、日本全国で27例しか発見されておらず、穴藤で発見された化石はその中の
１つで、とても貴重なものです。
　この化石は平成25年3月30日に津南町指定文化財（天然記念物：化石）に登録され、“農と縄文の
体験実習館　なじょもん”で一般公開されています。

◇◆◇	ジオサイト№16　穴
けっとう
藤の川

かわら
原・古

こがた
型マンモスの臼

きゅうし
歯化
かせき
石出
しゅつどち
土地	◆◇◆

〜地域の宝で手をつなごう〜

苗場山麓ジオパーク通信（19）

【お申し込み・お問い合わせ】栄村役場　秋山支所　観光係　☎025-767-2202

～ジオサイト巡り開催について～
　11月12日(土)午前9時から午後3時30分まで、第8回ジオサイト巡りを開催いたします。
　清津川・信濃川・中津川・菅沼等の川原の石及び菅沼を観察しながら巡ります。
　参加費は無料です。マイクロバ
スにて移動するため、定員25名と
させていただきます。定員になり次
第、締め切らせていただきますの
でお早めにお申し込みください。
　参加申し込みされました方は、
当日、お弁当、お飲物を持参のうえ、
動きやすい服装や長靴等を用意し
ていただき、津南町“農と縄文の体
験実習館　なじょもん”に8時50分
までにお集まりください。



（11） 平成28年11月1日広 報 さ か え

つ
頃
、
何
の
為
に
ど
ん

な
作
業
を
す
る
の
か
？

全
て
体
験
で
あ
り
勉
強
。

そ
の
メ
イ
ン
と
な
っ
た

の
が
薪
で
す
。
勿
論

私
は
山
を
持
っ
て
い
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
地
主
の
方
か
ら
倒

木
を
譲
っ
て
頂
き
、
最
初
は
薪
置
き
場
を
作
る

事
か
ら
始
ま
り
、
玉
切
り
し
、
運
ん
で
、
割
っ

て
、
積
ん
で
。
時
間
と
手
間
の
か
か
る
大
変
な

仕
事
で
し
た
。
よ
う
や
く
薪
ス
ト
ー
ブ
を
購
入

し
た
の
で
す
が
、
最
後
に
煙
突
の
大
工
仕
事
が

待
っ
て
い
ま
し
た
。
自

宅
前
で
こ
の
様
な
作
業

を
し
て
い
る
と
？
「
こ

う
す
れ
ば
い
い
！
」
と

か
「
道
具
あ
る
か
い
？
」

と
か
、
気
に
か
け
て
頂

き
ま
す
。
集
落
の
方
は

山
で
暮
ら
し
て
い
く
為

の
知
恵
を
教
え
て
く
れ
る
宝
物
の
様
な
存
在
。

い
つ
か
私
も
逆
に
必
要
と
さ
れ
る
「
人
財
」
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
生
活
の
為
の

様
々
な
道
具
や
工
具
が
増
え
た
今
、
本
気
で
自

宅
前
に
カ
マ
ボ
コ
倉
庫
が
欲
し
い
な
。
と
思
う

様
に
な
り
ま
し
た
（
笑
）

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

坪
内 

大
地
）

　

秋
深
ま
り
、
冬
の
寒
さ
も
感
じ
て
く
る
頃
、

皆
様
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。
支
援
員
の
髙

橋
で
す
。

　

さ
て
、
飯
山
線
で
S
L
が
走
る
と
言
う

事
で
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
今
回
は

み
な
さ
ん
か
ら
話
を
聞
き
た
い
と
思
い
、

少
し
昔
の
話
題
を
提
供
し
ま
す
。

　

森
宮
野
原
駅
が
開
業
し
た
の
は
大
正
14

年
、
西
暦
1
9
2
5
年
。
今
か
ら
91
年
も

前
の
こ
と
で
す
。
当
時
は
終
着
駅
で
し
た
が
、

そ
の
二
年
後
に
は
十
日
町
ま
で
延
長
し
、

現
在
の
飯
山
線
の
形
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

森
の
駅
が
十
日
町
よ
り
も
古
い
と
言
う
こ

と
も
驚
き
で
す
が
、
当
時
の
栄
村
は
ど
の

よ
う
な
様
子
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

鉄
道
の
駅
が
作
ら
れ
る
ほ
ど
栄
え
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
…
。

　

森
宮
野
原
駅
が
開
業
す
る
頃
、
ド
イ
ツ

で
は
ア
ド
ル
フ
ヒ
ト
ラ
ー
が
ナ
チ
ス
親
衛

隊
を
創
設
、
日
本
で
は
治
安
維
持
法
が
制

定
さ
れ
、
一
方
で
普
通
選
挙
法
制
定
や
ラ

ジ
オ
放
送
が
始
ま
る
な
ど
、
大
き
く
時
代

が
変
わ
っ
て
き
た
頃
で
し
た
。
栄
村
も
そ

れ
ま
で
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
変
化
を
送
っ

て
き
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
1
9
2
4

年
に
落
成
す
る
中
津
川
第
一
発
電
所
開
発

の
あ
た
り
か
ら
急
激
に
近
代
化
の
波
が
押

し
寄
せ
て
き
ま
す
。
ま
た
ス
キ
ー
倶
楽
部

が
で
き
る
な
ど
、
文
化
の
面
で
も
西
洋
と

の
繋
が
り
が
多
く
で
き
て
き
た
時
代
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。
こ
こ
か

ら
日
本
は
第
二
次
世
界
大
戦
と
戦
後
成
長

で
ガ
ラ
ッ
と
様
相
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
…
。

　

飯
山
線
の
S
L
が
廃
止
さ
れ
た
昭
和
47

年
、
西
暦
1
9
7
2
年
頃
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
70
年
代
と
言
う
と
そ
れ
ほ
ど
昔
で

は
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
が
日
本
進
出
、
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
が

発
売
、
上
野
動
物
園
に
パ
ン
ダ
来
日
、
少

し
遅
れ
て
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
開
店
と
、
現

代
に
続
く
多
く
の
新
文
化
が
産
ま
れ
た
時

代
で
し
た
。
一
方
で
あ
さ
ま
山
荘
事
件
な

ど
学
生
運
動
、
沖
縄
返
還
と
新
時
代
の
急

激
な
流
れ
と
前
時
代
の
遺
物
と
で
日
本
が

混
沌
と
し
て
い
た
時
代
と
も
言
え
ま
す
。

栄
村
で
は
よ
う
や
く
全
村
で
の
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
除
雪
が
始
ま
り
、
有
線
電
話
が
設
置

さ
れ
、
切
明
温
泉
・
雄
川
閣
が
で
き
る
な

ど
観
光
ブ
ー
ム
も
あ
り
賑
や
か
に
な
っ
た

一
方
で
、
若
者
は
都
会
に
行
け
と
言
う
の

が
当
た
り
前
の
時
代
に
な
り
、
暮
坪
・
今

泉
の
閉
村
な
ど
、
村
に
と
っ
て
も
大
き
く

変
わ
っ
た
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

飯
山
線
の
S
L
も
デ
ィ
ー
ゼ
ル
と
世
代

交
代
し
去
っ
て
行
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

は
こ
の
時
代
を
ど
う
捉
え
ま
す
か
？
復
活

す
る
S
L
を
ど
う
感
じ
ま
す
か
？
み
な
さ

ん
の
（
若
い
方
も
！
）
お
話
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

S
L
は
11
月
19
日
と
20
日
に
運
行
し
ま

す
。
44
年
ぶ
り
の
姿
を
見
に
行
き
ま
せ
ん

か
？
私
も
森
宮
野
原
駅
で
S
L
の
給
水
や

警
備
を
担
当
し
て
い
ま
す
の
で
、
声
を
掛

け
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
復
興
支
援
員　

髙
橋 

琢
磨
）

　

私
達
は
「
栄
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

で
す
。
し
か
し
、
秋
山
で
の
活
動
と
い
う

事
で
募
集
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
実
際
に
は

「
秋
山
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
な
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
１
年
半
活
動
し
て
み
て
実
感

し
ま
し
た
が
、
秋
山
の
中
で
活
動
し
て
い

て
も
、
ど
う
し
て
も
他
の
集
落
の
方
々
や

役
場
や
観
光
協
会
、
そ
し
て
村
内
業
者
さ

ん
等
の
協
力
を
頂
か
な
い
事
に
は
物
事
が

う
ま
く
運
ば
な
い
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。

最
近
は
村
の
方
に
紹
介
頂
き
十
日
町
の

N
P
O
法
人
に
ま
で
相
談
し
ア
ド
バ
イ
ス

を
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、
逆
に
新

潟
秋
山
郷
の
集
落
の
方
か
ら
も
長
野
秋
山

郷
を
巻
き
込
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
し
た

い
！
と
か
、
相
談
し
た
い
事
が
あ
り
ま
す
！

と
、
声
を
か
け
て
頂
く
様
に
な
り
ま
し
た
。

企
業
で
は
よ
く
「
人
材
」
と
言
い
ま
す
が
、

人
は
「
材
料
＝
人
材
」
で
な
く
「
人
財
」

だ
と
昔
教
わ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
宝
物
。

秋
山
の
集
落
の
方
々
は
勿
論
で
す
が
、
村

内
外
関
わ
ら
ず
知
り
合
っ
た
方
々
は
、
皆

様
が
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
人
達
が
見
守
っ
て
下
さ
る
中
、

今
年
は
休
日
や
茶
前
仕
事
（
ち
ゃ
め
し
ご

と
）
を
利
用
し
、
定
住
に
向
け
た
生
活
基

盤
を
作
る
事
に
も
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
い

秋
山
協
力
隊
通
信
vol.18



保健だより
広 報 さ か え平成28年11月1日 （12）

　免疫力を上げるためには、体温を上げるのが近道です。毎日の生活の中で手軽にできるので、意識的
にやってみてください。
①朝食をよく噛んで食べる
　食べ物をよく噛んで食べるとエネルギー代謝が高まり、体温が上がります。特に朝食時が効果的！！また、
朝は腸のぜん動運動が最も活発になる時間帯なので、体温を上げることができます。
②薄手の服を重ね着する
　厚手の服を1枚着るより、薄手の服を2枚重ねた方が、保温効果をもたらすため温かく過ごせます。実
はタイツやスパッツを履いて下半身を温める方が効果があると言われていますよ。
③歩幅を広めにして速歩きする
　熱は筋肉で作られます。筋肉は7割が下半身に集中しているので、下半身の運動は身体を温めるのに
効果的です。歩幅を広めにして、腕を大きく振って歩いてください。
④敷布団を重ねて熟睡する
　体が冷えて眠れないという人は、掛布団だけでなく、敷布団に一工夫。敷布団の上に敷毛布を敷いたり、
敷布団とマットを重ねたりして、体の下に敷くものを厚めにし、熱が逃げない工夫をしてみましょう。
⑤毎日、お風呂に入る
　シャワーで済ませずお風呂に入ることは、それだけでも体温アップに効果的です。浴
室が寒くて毎日入りたくないといった方は、脱衣所をヒーターで温めたり、事前にシャ
ワーで浴室を温めておくといいですよ。

参考文献：http://www.sawai.co.jp/kenko-suishinka/theme/201511.html

体温を1℃上げる簡単テクニック

「免疫力低下度」チェック

冷えは免疫力低下の元

　体が冷えたり乾燥したりすると、免疫力が下がって風邪を引きやすいって知っていました？これから
年末にかけて忙しくなるのに、風邪を引くのはイヤですよね…。でも、冷えや乾燥対策ってあんまり考
えたことがないし、どうしたらいいのかな…。

□	平熱は36℃以下だ　　　　　	 □わきの下よりお腹や二の腕の方が冷たい
□	肩こり・首こり・頭痛がある	 □便秘や下痢がある
□	吹き出物が治りにくい　　　	 □睡眠時間が7時間以下だ
□	ストレスを感じることが多い
チェックがあてはまる項目が多いほど、体が冷えて免疫力が低下している可能性があります。

　体温は外の気温の影響を受けやすいので、これからの時期は気温と共に体温も下がりがちになります。
冷えは女性に多く、なんと日本人女性の7割が自分は冷え性だと思っているほど・・・。最近は運動不足
やストレスによって、男性にも冷え性が増えているようです。体が冷えると、全身の血流が悪くなり、
肩こりや便秘などさまざまな影響があるほか、体を細菌から守る免疫力も低下してしまいます。平熱よ
りも体温が1℃低下するだけで体を守る力は半分程度になるようです。

寒くなる時期。体温を１℃あげて風邪知らず

（文責：健康支援課健康増進係　保健師：樋口祐介）



火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 0 1 107 飯 山 日 赤　3

津 南 病 院　1
そ の 他　3
不 搬 送　0

木 島 平 村 0 0 18

野沢温泉村 1 0 9

栄 村 0 2 7

管 轄 外 等 0 0 0

　 気のゆるみ　防火は　消すより心掛け

○固定資産税　○後期高齢者医療保険料
○国民健康保険税　○介護保険料
○ケーブルテレビ使用料　○保育料
○合併浄化槽使用料　○農集排水処理使用料
納期限は	11月30日（水）です

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

岳北地域＆津南町情報コーナー

9月火災・救助・救急出動件数

十日町地域消防署との
応援協定による出動を
含みます。

11月の納税等

口座振替日
　農協・郵便局 11月22日（火）
　八十二銀行・県信 11月25日（金）

津南町 木島平村

飯山市 野沢温泉村

（13） 平成28年11月1日広 報 さ か え

【問合せ先】木島平スキー場	☎0269-82-3434

■期　日　平成29年3月25日㈯　14:00開演（13:30開場）
■入場料　大人3,000円　高校生以下2,000円
　　　　	（当日券は500円増し）
チケット（全席指定）は、下記のいずれかの方法でお求めください
①飯山市文化交流館なちゅら　窓口
②電話予約（0269-67-0668）
③E-mail予約（bunkakouryu@city.iiyama.nagano.jp）
④当日券は、公演当日の9:00より、なちゅら窓口で販売します。
　前売券が予定枚数に達した場合、当日券の販売はありません。

◇お得情報◇
〈オープニングサービスウィーク・12月
23日～28日〉

①リフト1日券以上購入のお客様にシーズ
ン中利用可能な、リフト料の1,000円割引券をプレゼント

〈平日プレゼント・1月4日～3月17日〉
②1月4日～3月17日の平日、リフト1日券以上の定期購入者にリフト
料の1,000円割引券（平日利用限定）をプレゼント

※その他にも、お得情報を用意していますので、お問い合わせください
【問合せ先】苗場山麓ジオパーク推進室
　　　　　	☎025-765-1600

【問合せ先】野沢温泉スキー場　☎0269-85-3166
　　　　　	http://www.nozawaski.com/

紅葉見頃の苗場山
前倉トドの展望台より

今シーズンは12/23（金・祝）オープン予定
家族の思い出を積もらせよう　週末は木島平スキー場へ

　なちゅら開館1周年記念として、東京藝術大学オペラ研究
部によるオペラ公演が行われます。チケットは絶賛発売中です。
ぜひお求めいただき、開館記念を盛大にお祝いしましょう!!

長坂ゴンドラリフトやまびこ駅前
11月26日（土）から降雪があり次第、オープン！
今シーズンもイベントいっぱい!

　昨年12月に前倉集落の丘陵線に完成し、ここからは雄大な
苗場山が一望でき、晴れていれば遠くの八海山も眺望できます。
　妙法牧場から屋敷・五宝木に行く道の途中にあります。道
から歩いて30秒ほどの場所にありますので、初めての紅葉の
季節を迎えた展望台からの、眺望をぜひお楽しみください。

飯山市文化交流館なちゅら　開館1周年記念
藝大オペラ　ヴェルディ作曲「椿姫」ハイライト公演

あったかい、ワクワクする冬。
野沢温泉スキー場オープニングフェスティバル12月17日（土）

　2017シーズンの木島平スキー場は、
12月23日（金・祝）のオープンを予定
しています。今シーズンも小学6年生ま
でリフト無料を継続。その他にも入園
無料のこどもひろばや、全長800m日
本最大級のそりコースも設置し、お子
様連れのファミリーにおススメです。

R405
至結東

至大赤沢

至屋敷

至五宝木

前倉展望台
★

至妙法牧場前倉
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栄 村 議 会 報 （14）平成 28 年 11 月 1 日

内容：○平成27年度　一般会計・特別会計　歳入歳出決算額　○主な可決案件　○請願審査結果
　　  ○一般質問9名　○平成28年度予算推移　○栄村議会活動報告

8月臨時会・9月定例会　主な可決案件
案　件　名 内　　容

―8月臨時議会―
◆平成28年度栄村ケーブルテレビ特別会計補

正予算第1号

・青倉地区農地改良工事によるケーブルテレビ電柱等移設工事費用
・補正額：14,400千円

―9月定例会―
◆平成28年度栄村一般会計補正予算第2号

・人事異動に伴う職員並びに臨時職員の人件費の増減、社会保障・税
番号制度運用開始に伴う情報システム委託料、税の申告相談システ
ムデータ入力委託料、社会福祉協議会への補助金、飯山赤十字病院
への地域中核医療機関支援補助金、観光協会への着地型観光商品開
発費補助金、村道修繕料の追加、消火栓機器の更新費用など

・補正額：16,545千円

◆平成28年度栄村国民健康保険特別会計（事
業勘定）補正予算第2号

・後期高齢者支援金等の前々年度清算に伴う支援金額確定及び介護納
付金の前々年度清算に伴う納付金額確定による追加、前年度の療養
給付費の確定に伴う返還金の追加

・補正額：7,162千円

◆平成28年度栄村国民健康保険特別会計（施
設勘定）補正予算第2号

・診療所職員の給与改定に伴う追加、参考書籍等の購入費の追加
・補正額：2,406千円

◆平成28年度栄村秋山診療所特別会計補正予
算第1号

・前年度繰越金の確定に伴い、その全額を医薬品費に充てるもの
・補正額：1,074千円

◆平成28年度栄村介護保険特別会計補正予算
第2号

・職員の人事異動並びに介護保険業務システム改修委託料など
・補正額：3.568千円

平成27年度  一般会計・特別会計  歳入歳出決算額
区　分 一般会計 特別会計（11会計）

歳入額 41億　169万円 12億7,079万円
歳出額 36億5,699万円 12億　873万円

　平成27年度一般会計決算並びに特別会計決算については、
議員全員起立（賛成）により認定されました。
※詳細については、広報さかえ10月号（第395号）2ページから
5ページを参照して下さい。
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案　件　名 内　　容

◆平成28年度栄村介護サービス特別会計補正
予算第2号

・職員の給与改定による増、代替看護師の賃金、耐雪型ガレージの建
築面積増による工事請負費の追加、介助用バスリフト購入など

・補正額：10,264千円

◆平成28年度栄村簡易水道特別会計補正予算
第2号

・青倉地区基盤整備事業による水道管の移設、北野・中野・極野水道
及び雪坪・志久見・柳在家水道の配水池の流量計の取り換え費用、
森地区水道施設の水源転換工事の詳細設計費

・補正額：8,400千円

◆平成28年度栄村生活排水処理特別会計補正
予算第2号

・緊急時の対応分として予備費として計上
・補正額：660千円

◆平成28年度栄村農業集落排水特別会計補正
予算第1号

・緊急時の対応分として予備費として計上
・補正額：836千円

◆平成28年度栄村スキー場特別会計補正予算
第1号

・圧雪車の修繕料
・補正額：1,400千円

◆栄村公告式条例の一部を改正する条例の制
定について

・本年9月1日の農協合併で農協の名称が変更になったことに伴い、条
例に定める村内の5箇所の掲示場の名称を変更する

◆人権擁護委員候補者の推薦について ・箕作　島田たつ子氏

―追加議案―
◆平成28年度栄村一般会計補正予算第3号

・固定資産税評価替えに伴う鑑定委託料と、栄村農産物販売所出荷運
営組合への補助金

・補正額：7,110千円

◆栄村穀類乾燥調製施設の指定管理の指定事
項の変更について

・北信州みゆき農業協同組合が9月1日の合併に伴い、ながの農業協同
組合となったことによる指定管理者に指定する者の住所、名称、及
び代表者名が変更となった

・変更前：長野県飯山市飯山3567番地　北信州みゆき農業協同組合　
　　　　代表理事組合長　櫻沢　和美

・変更後：長野県長野市大字中御所字岡田131番地14
　　　　　ながの農業協同組合　代表理事組合長　豊田　実

◆副村長の選任について ・森重俊幸氏

請願件名 請願内容 請願者 紹介議員 審査結果

臨時国会でTPP
協定を批准しな
いことを求める
請願

　安倍政権は、臨時国会でTPP協定を批准させよう
としています。参議院選挙の結果を見てもTPP反対
の国民の意思は明らかです。先の通常国会で示された
資料は全て黒塗りで、国民への説明も情報公開も十
分ではありませんでした。不十分な情報の下での審議
ですら①TPP協定には関税の撤廃・削減をしない「除
外」規定が一切存在しないこと②付属書で、日本だ
けが農産物輸出大国5 ヵ国との間で更なる関税撤廃
に向けた見直し協議を特別に義務付けられていること
③一切手を付けさせなかったという155の細目も、品
目で見れば「無傷」のものはただの一つもないという
事実を認めざるを得ませんでした。これらの内容が「農
林水産分野の重要五品目などの聖域の確保を最優先
し、それが確保できないと判断した場合は脱退も辞さ
ないものとすること」とした国会決議に違反している
ことは明らかです。またTPP12 ヵ国で国内手続きが
完了している国は一つもありません。アメリカの動き
は両大統領候補がTPP反対を表明するなど混迷を深
めて、TPPの発行自体危ぶまれています。このような
中で日本が先んじて批准すべきではありません。以上
の趣旨に基づき、下記の事項について求めます。
1.臨時国会でTPP協定の批准は行わないこと。

栄村農民組合
山本一郎 山本千津子

採択

※意見書案と
して賛成多数
で可決

賛成議員10名
反対議員1名

（議長除く）

請願審査結果
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請願件名 請願内容 請願者 紹介議員 審査結果

義務教育費国庫
負担制度の堅持
を求める請願

　義務教育の無償化は、憲法に規定されている大
切な原則です。この原則を守るために義務教育費
国庫負担制度が1953年（昭和28年）に成立しま
した。それによって自治体や保護者負担も大きく減
りました。しかし、1985年から国の財政状況を理
由として次々と対象項目を外し一般財源化してきま
した。2006年の「三位一体」改革で、義務教育費
国庫負担制度は堅持されたものの、国庫負担が減
らされたうえ、地方交付税として配分されますが、
その地方交付税も減らされています。今後更に制度
廃止も含めた検討がなされる可能性もあります。こ
の制度は教育の機会均等とその水準の維持・向上
を図るもので、現行義務教育制度の根幹をなしてい
ます。国が財政的な責任を果たさなければ、都道府
県、市町村による教育条件格差ができてしまい、住
んでいる地域によって教育の質に差ができる事態が
生まれかねません。自治体の財政力によらず子ども
たちが等しく教育を受ける権利を保障するために義
務教育費国庫負担制度を堅持・拡充すべきであり、
国庫負担率を3分の1から2分の1へ再び戻すべき
と考えます。
1.教育の機会均等とその水準の維持向上のために

必要不可欠な義務教育費国庫負担制度を堅持
し、負担率を2分の1に復元すること。

栄村教職員組合
執行委員長
手塚健介

鈴木敏彦

採択

※意見書案と
して全員賛成

（11名）で可
決（議長除く）

国の責任による
35人学級推進と
教育予算の増額
を求める請願

　2011年、衆議院・参議院ともに全会一致で義務
教育標準法が改正され、小学校1年生に35人学級
を導入することが決まりました。併せて財源確保に
努めると定めました。2013年以降、35人学級拡大
の動きは止められ、2016年予算編成において35人
学級を求める国民の強い声に反して文部科学省は
35人学級推進の予算要求さえしない状況でした。
長野県では2013年に30人規模学級（35人基準）
を中学校3年生まで拡大し、これで小中学校全学
年35人学級となりました。しかし、小学校では本
来配置されるはずの専門教員が配置されなかったり
など課題も多く残されています。いじめや不登校、
生徒指導上の様々な問題への対応など多様化する
学校現場において、教員が一人一人の子どもと向
き合い、行き届いた授業、きめ細やかな対応を可
能にするためには少人数学級は欠かせません。この
ために厳しい財政状況の地方公共団体に負担を強
いることなく、国の責任において早期に実現する必
要があると考えます。国は計画的に35人学級を勧
めていくことや、学級増に伴う教員を正規で配置す
ること。また、長野県は少子化の中で独自に教員
を配置するなどして複式学級を解消していますが、
地方自治体の財政的負担は大きなものとなっていま
す。何処においても行き届いた教育が受けられるた
め、国の責任において複式学級を解消するよう学級
定員を引き下げることが大切であると考えます。教
育予算を増やすことで35人学級を実現することは
十分可能です。
1.どの子にも行き届いた教育をするために、国の責

任による35人学級の計画的推進と教育予算の増
額を求める意見書を、政府及び関係行政官庁宛
に提出していただきたい。

2.国の複式学級の学級定員を引き下げるよう求め
る意見書を、政府及び関係行政官庁宛に提出し
ていただきたい。

栄村教職員組合
執行委員長
手塚健介 鈴木敏彦

採択

※意見書案と
して全員賛成

（11名）で可
決（議長除く）
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を
民
間

企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
委
託
し
て
実
施
す
る
」
と

い
う
こ
と
か
ら
振
興
公
社
に
委
託
し
た
。
栄

村
の
観
光
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
化
を
目
指
し
た

が
、
事
業
の
説
明
不
足
か
ら
達
成
で
き
な
か
っ

た
。
今
後
、
観
光
の
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
化
に
向
け

て
体
制
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

直
売
所
等
の
建
設
整
備
計
画
で
何

回
か
打
ち
合
わ
せ
会
議
を
や
っ
た

が
、
物
産
館
か
ら
事
業
の
説
明
を
求
め
て
も
、

「
道
の
駅
は
商
工
観
光
課
、
直
売
所
の
事
業
は

産
業
建
設
課
で
関
係
な
い
」
と
縦
割
り
行
政

の
悪
い
面
ば
か
り
出
て
き
た
。
本
来
村
民
を

巻
き
込
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
の
全
体

構
想
の
検
討
会
が
必
要
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

ま
た
森
駅
前
の
震
災
復
興
祈
念
館
も
村
民
の

中
に
は
何
の
た
め
に
、
ど
う
活
用
す
る
の
か
、

で
き
た
事
さ
え
知
ら
な
い
人
も
い
る
。
村
、
商

工
会
等
で
有
識
者
を
交
え
て
「
森
駅
前
震
災

復
興
街
づ
く
り
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
て
３

年
間
程
、
視
察
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し

て
き
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
一
方
的
に
今
の

施
設
が
で
き
た
。
議
会
で
も
一
度
ス
ト
ッ
プ
を

か
け
た
。
事
業
に
対
し
て
の
見
極
め
が
必
要

で
あ
り
責
任
も
あ
る
の
で
は
。

で
き
上
が
っ
た
施
設
を
今
後
ど
う

利
用
し
て
い
く
か
、
関
係
者
で
協

議
す
る
。
今
後
は
地
元
、
ま
た
は
関
係
者
と

充
分
詰
め
て
建
設
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

村
民
に
は
広
報
誌
で
周
知

を
図
っ
て
き
た
が
、
今
後

は
関
係
者
と
話
し
合
い
を
充
分
行
う
中
で
進

め
て
い
き
た
い
。
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教
育
長

教
育
長

箱
物
行
政
等
が
村
民
に
対
し
て

非
常
に
説
明
不
足
で
は
な
い
の
か

北
野
天
満
温
泉
の
湧
水
を

利
用
し
た
小
水
力
発
電
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

研
究
を
進
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

桑
原
一
富
議
員

村
長
村
長

質
問
質
問

村 長

学
校
給
食
費
の
無
料
化
を

村
長
村
長

栄
村
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
、

特
に
小
水
力
発
電
事
業
に
つ
い
て

質
問
質
問

総
務
課
長

総
務
課
長

質
問
質
問

箱
物
行
政
等
、
村
民

に
対
し
て
非
常
に
説

明
不
足
で
は
。

今
後
は
、
地
元
、
関
係
者
と

充
分
詰
め
て
研
究
し
た
い
。

石
沢
一
男
議
員

質
問
質
問

村 長

村
長
村
長

長
野
県
北
部
地
震
の
時
の
緊

急
雇
用
促
進
事
業
は
そ
の
後

ど
う
な
っ
た
の
か

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長



こ
の
事
業
は
平
成
28
年
度
新
規

事
業
で
あ
る
。
本
年
度
予
算
は

６
０
０
万
円
で
、
目
的
は
次
世
代
の
担
い
手

の
体
制
強
化
を
図
る
た
め
の
集
落
営
農
組
織
等

が
実
施
す
る
農
業
用
機
械
施
設
等
の
設
備
を

支
援
す
る
た
め
に
行
う
。
対
象
者
は
農
業
生
産

法
人
、
農
業
営
農
組
織
。
対
象
事
業
は
農
業

用
機
械
・
施
設
等
の
導
入
。
補
助
率
は
事
業

費
の
２
分
の
１
以
内
。
農
業
法
人
２
０
０
万

円
、
集
落
営
農
１
０
０
万
円
。
財
源
は
ふ
る

さ
と
納
税
の
農
業
支
援
目
的
寄
附
金
を
活
用
。

当
時
の
産
業
建
設
課
長
に
現
状
の
農
業
機
械

の
価
格
に
対
し
て
補
助
金
額
、
補
助
率
の
見

直
し
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
「
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
言
う
事
だ
っ
た
が
、
８
月
10

日
の
会
議
で
は
農
業
生
産
法
人
、
集
落
営
農

が
一
律
２
０
０
万
円
の
他
は
変
わ
り
な
し
。
そ

こ
で
質
問
だ
が
、
当
時
の
産
業
建
設
課
長
と
引

き
継
ぎ
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
後
、
ど
の
様
に

検
討
さ
れ
た
の
か
。

課
内
で
検
討
し
、
課

長
会
議
で
審
議
し
て
き

た
。

補
助
金
２
０
０
万
円
の
根
拠
は
。

厳
し
い
中
で
少
し
で
も
農
家
を
応

援
し
た
い
と
い
う
意
味
で
、
で
き

る
だ
け
広
く
支
援
し
た
い
と
い
う
事
で
補
助

事
業
の
内
容
を
設
定
し
た
。

農
業
生
産
法
人
、
集
落
営
農
の
条

件
を
一
緒
に
し
た
根
拠
は
。

農
地
を
維
持
、
地
域
の

活
性
化
を
図
り
、
維

持
し
て
い
く
事
は
一
緒
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

希
望
者
の
予
算
が
本
年
度
予
算
の

６
０
０
万
円
を
超
え
た
の
で
各
団

体
で
話
合
い
で
決
め
て
ほ
し
い
と
い
う
方
法
は

お
か
し
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
希
望
を
出
し

た
補
助
額
は
補
正
を
組
ん
で
で
も
叶
え
て
ほ

し
い
。
来
年
度
は
も
っ
と
多
く
の
団
体
か
ら
沢

山
の
希
望
が
出
る
と
思
う
が
、
今
年
と
同
じ

決
め
方
を
し
て
い
く
の
か
。
新
規
特
命
対
策

課
に
お
い
て
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
稲
作
農

業
の
継
続
維
持
の
た
め
に
国
、
県
の
有
利
な

補
助
事
業
の
検
索
を
お
願
い
し
た
い
。

各
団
体
の
方
々
で
、
一
緒
に
こ
の

冬
の
間
に
検
討
す
れ
ば
良
い
と
思

う
。
農
政
対
策
と
い
う
事
で
、
懇
談
の
上
で

ま
た
検
討
し
て
い
き
た
い
。

介
護
総
合
法
が
期
限
切
れ
で
来
年

実
施
さ
れ
る
。
生
活
援
助
の
「
手

摺
り
を
付
け
る
」
な
ど
も
援
助
が
無
く
な
り
、

要
介
護
１
、２
の
方
の
「
介
護
保
険
外
し
」
を

予
定
し
て
い
る
と
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。

初
期
の
介
護
援
助
が
大
切
な
こ
と
だ
。
予
算

に
限
度
を
付
け
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
利
用
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

事
業
に
移
管
す
る
の
は

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
訪
問

介
護
の
み
。
住
宅
改
修
等
は
今
の
よ
う
に
行

う
。
要
支
援
１
、２
の
方
も
村
の
サ
ー
ビ
ス
は

今
ま
で
ど
お
り
行
う
。
た
だ
平
成
30
年
の
７

期
の
介
護
保
険
か
ら
は
要
介
護
１
、２
が
移
行

す
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
社
協
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
し
な
い
。

行
政
は
難
聴
の
方
へ
一
歩
進
ん
で
き

め
細
や
か
な
補
助
・
援
助
を
行
う
べ

き
だ
。
飯
山
市
公
民
館
で
２
ヵ
月
に
１
回
、
補

聴
器
の
掃
除
・
電
池
交
換
相
談
等
行
っ
て
い
る
。

高
い
値
段
の
補
聴
器
を
点
検
し
な
い
ま
ま
使
わ

な
い
で
い
る
方
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
村
は
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。
公
民
館
や
ホ
ー
ル
で
の
マ
イ

ク
を
通
し
て
の
会
議
に
、
良
く
聞
こ
え
る
安
価

な
機
器
が
あ
る
。
ま
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
Ｕ
Ｄ

ト
ー
ク
を
利
用
す
る
と
話
し
た
言
葉
が
携
帯
器

に
文
字
と
な
っ
て
出
て
く
る
。利
用
し
て
ほ
し
い
。

安
価
な
機
器
が
あ
れ
ば
知
り
た
い
。

検
討
し
て
み
る
。

診
療
所
で
は
耳
元
で

大
き
な
声
を
出
し
た
り

文
字
を
書
い
た
り
し
て
対
応
し
て
い
る
。
機
器

な
ど
は
保
健
師
に
も
伝
え
研
究
し
て
み
る
。

販
売
の
前
に
老
人
世
帯
に
「
何
枚

買
う
か
」
と
予
約
を
聞
い
た
り
、

届
け
た
り
、
細
か
な
気
遣
い
が
必
要
だ
。
高
齢

者
世
帯
へ
の
灯
油
補
助
に
回
せ
な
い
か
。
こ
の

券
は
年
金
・
医
療
へ
は
使
え
な
い
。
将
来
へ
の

不
安
が
あ
る
国
民
へ
の
ご
ま
か
し
で
は
な
い
か
。

購
入
の
方
法
は
ヘ
ル
パ
ー
に
頼
む

方
法
も
あ
る
と
思
う
。
地
域
活
性

化
に
貢
献
し
て
い
る
と
思
う
。

今
年
の
券
販
売
は
商

工
会
の
震
災
関
係
の

基
金
を
使
っ
た
。
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産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

村
長
村
長

健
康
支
援
課
長

健
康
支
援
課
長

栄
村
集
落
営
農
組
織
育
成

事
業
に
つ
い
て
、
補
助
金

２
０
０
万
円
の
根
拠
は
。

で
き
る
だ
け
広
く
支
援

し
た
い
と
い
う
こ
と
で

設
定
し
た
。

樋
口
武
夫
議
員

質
問
質
問

村 長

村
長
村
長

国
の
介
護
保
険
制
度
改
悪
に
つ
い
て

聴
覚
障
害
者
へ
の
援
助
に
つ
い
て

栄
村
集
落
営
農
組
織
育
成
事

業
に
つ
い
て

緊
急
支
援
交
付
金
の
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

医
療
・
介
護
総
合
法
が
来

年
４
月
か
ら
村
も
実
施
す

る
が
、村
民
へ
の
影
響
は
。

村
民
に
は
今
ま
で
ど

お
り
サ
ー
ビ
ス
の
変

更
は
な
い
。

山
本
千
津
子
議
員

質
問
質
問

村
長
村
長

村
長
村
長

質
問
質
問

健康支援
課長

健
康
支
援
課
長

健
康
支
援
課
長

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長



①
平
成
30
年
か
ら
、
県
域
を
一
つ

の
保
険
者
と
す
る
よ
う
だ
が
、
進

ち
ょ
く
状
況
は
。
②
国
保
財
政
調
整
基
金
が

6
千
万
円
余
り
と
な
っ
て
い
る
が
、
村
民
（
被

保
険
者
）
に
還
元
す
る
考
え
は
な
い
か
。

②
広
域
化
と
な
る
と
保
険
料
が
上

が
る
見
込
み
だ
。
基
金
は
平
準
化

の
た
め
に
使
い
た
い
。

①
平
成
30
年
か
ら
長
野

県
が
責
任
主
体
と
な

り
、
市
町
村
と
共
に
国
保
の
運
営
を
す
る
。
作

業
部
会
等
々
に
よ
り
、
詳
細
が
決
ま
っ
て
く
る
。

旧
宝
山
荘
付
近
の
道
路
は
、
新
潟

県
地
籍
だ
が
、
東
部
地
区
へ
の
表

玄
関
。
非
常
に
狭
く
、
特
に
冬
期
間
は
大
変

危
険
だ
。
津
南
町
と
共
に
県
へ
の
働
き
掛
け

は
で
き
な
い
か
。
ま
た
温
泉
の
運
営
の
見
通

し
は
。

道
路
は
、
十
日
町
地
域
振
興
局
地

域
整
備
部
の
管
理
と
な
っ
て
い
る
。

９
月
中
に
要
望
書
を
提
出
す
る
。
温
泉
は
津

南
町
の
も
の
で
あ
り
、
現
状
は
分
か
ら
な
い
。

た
だ
利
用
を
求
め
ら
れ
れ
ば
考
え
た
い
。

道
路
改
良
の
要
望
は
、

交
差
点
か
ら
40
ｍ
。

現
状
幅
員
４
・０
ｍ
を
５
・５
ｍ
の
１
・５
車
線

の
拡
幅
を
要
望
す
る
。
９
月
29
日
に
、
津
南

町
の
協
力
も
得
て
要
望
書
を
提
出
す
る
。

※
逆
巻
か
ら
東
部
地
区
へ
入
る
入
口
付
近
は

と
て
も
狭
く
、
特
に
冬
期
間
は
バ
ス
等
大
型

車
と
の
す
れ
違
い
が
で
き
な
い
。

9
月
1
日
は
「
防
災
の
日
」。
本
村

も
長
野
県
北
部
地
震
の
震
災
か
ら

12
日
で
5
年
半
を
迎
え
る
。
災
害
な
ど
で
村

民
の
生
命
や
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
は
な
ら
な
い

と
思
う
。
日
頃
か
ら
防
災
、
避
難
体
制
の
点

検
と
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。
①
体
育
館
や
公

民
館
な
ど
の
耐
震
化
は
大
丈
夫
か
。
②
第
二

避
難
所
の
考
え
は
。
③
生
活
弱
者
へ
の
配
慮

と
対
応
は
。
④
防
災
グ
ッ
ズ
を
全
戸
に
配
布
す

る
考
え
は
な
い
か
。⑤
避
難
所
看
板
に
つ
い
て
。

⑥
地
区
単
位
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
現
状
は
。

①
県
北
部
地
震
を
教
訓
に
公
民
館

や
体
育
館
な
ど
耐
震
化
の
準
備
を

し
て
き
て
い
る
。
②
第
二
避
難
所
に
つ
い
て

数
日
に
渡
り
避
難
生
活
が
必
要
の
場
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
備
蓄
品
は
置
い
て
い
な
い
。

④
防
災
グ
ッ
ズ
の
関
係
に
つ
い
て
は
研
究
し

た
い
。

⑤
避
難
所
看
板
に
つ
い
て

は
、
景
観
に
配
慮
し
、
必

要
最
小
限
の
数
に
と
ど
め
る
研
究
を
し
た
い
。

⑥
地
区
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
青

倉
、
森
に
つ
い
て
作
業
は
終
了
し
て
い
る
。

③
高
齢
者
や
弱
者
へ

の
対
応
は
高
齢
者
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
福
祉

避
難
所
へ
の
対
象
者
は
住
民
福
祉
課
で
把
握

し
て
い
る
。現

在
、
そ
れ
ぞ
れ
目
的
を
持
っ
た

基
金
が
あ
る
が
、
活
用
面
で
の
精

査
、
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
村
長

の
公
約
に
あ
っ
た
「
借
り
や
す
い
制
度
」
の
具

体
化
は
。

基
金
は
条
例
に
基
づ
い
て
運
用
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
施
策
の

維
持
や
拡
充
、
発
展
を
考
え
た
時
、
適
正
且

つ
安
定
し
た
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
村
民
に
聞
き
取

り
も
し
、
借
り
や
す
い
奨
学
金
制
度
を
設
置

し
た
い
と
思
う
。

安
全
性
も
不
確
実
な
輸
送
機
「
オ

ス
プ
レ
イ
」
が
本
村
の
秋
山
郷
の

上
空
を
飛
行
訓
練
で
飛
ぶ
計
画
に
な
っ
て
い

る
。
県
で
は
17
の
自
治
体
に
関
わ
っ
て
く
る
。

村
長
の
考
え
は
。

こ
れ
は
国
の
課
題
だ
。
17
市
町
村

に
つ
い
て
、
ど
ん
な
状
況
な
の
か

と
い
う
こ
と
を
調
査
し
た
い
。

（19） 栄 村 議 会 報　9月定例会　一般質問 平成 28 年 11 月 1 日

健
康
支
援
課
長

健
康
支
援
課
長

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

住
民
福
祉
課
長

住
民
福
祉
課
長

旧
宝
山
荘
付
近
の
道
路
改
良

に
つ
い
て

質
問
質
問

国
保
財
政
調
整
基
金
が

６
千
万
円
余
り
と
な
っ

て
い
る
が
、
村
民
に
還

元
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

保
険
者
が
長
野
県
と
な
る

が
、名
称
等
は
ま
だ
決
ま
っ

て
い
な
い
。
保
険
料
の
平

準
化
の
た
め
に
使
い
た
い
。

上
倉
敏
夫
議
員

質
問
質
問

村 長国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

オ
ス
プ
レ
イ
に
つ
い
て

村
長
村
長

村
長
村
長

防
災
に
関
連
し
て

基
金
の
有
効
活
用
の
工
夫
を

避
難
所
に
備
蓄
の
無
い
中
、

各
戸
に
防
災
グ
ッ
ズ
を
。

防
災
グ
ッ
ズ
に
つ
い
て

研
究
し
た
い
。

鈴
木
敏
彦
議
員

村
長
村
長

質
問
質
問

村 長

村
長
村
長

村
長
村
長

質
問
質
問

質
問
質
問



村
史
発
行
後
、
既
に
50
年
以
上

経
っ
て
い
る
。
こ
の
空
白
期
間
を

埋
め
る
た
め
の
追
加
版
が
必
要
で
は
。

今
年
「
村
政
60
周
年
」
の
節
目
で

あ
り
、
協
議
に
入
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

本
年
「
文
化
財
保
護
審
議
会
」

を
立
ち
上
げ
た
。
平
成
35
年

位
に
刊
行
で
き
る
よ
う
に
計
画
を
進
め
た
い
。

国
道
１
１
７
号
迂
回
路
完
成
後
に

は
、
箕
作
方
面
の
交
通
量
増
が
予

想
さ
れ
る
。
老
朽
化
に
よ
る
百
合
居
橋
、
想
定

外
の
増
水
に
よ
る
周
辺
地
区
の
安
全
対
策
は
。

湯
滝
温
泉
か
ら
栄
村
ま
で
の
千
曲

川
22
㎞
と
、
栄
村
か
ら
津
南
、
十

日
町
ま
で
の
信
濃
川
17
㎞
が
国
の
管
轄
で
な

い
の
で
予
算
が
付
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
月

岡
、
箕
作
地
区
の
人
命
優
先
が
大
事
。

県
の
建
設
部
で
昨
年

７
月
に
「
信
濃
川
水

系
北
信
県
域
河
川
整
備
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、

国
の
支
援
、
補
助
金
が
県
事
業
に
も
入
る
と

い
う
よ
う
な
内
容
の
国
の
許
可
を
受
け
た
。

９
月
５
日
に
、
箕
作
、
月
岡
地
区
の
代
表
が

第
一
回
の
検
討
委
員
会
を
組
織
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
が

遅
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、道
の
駅「
ま

た
た
び
」
の
二
階
に
展
示
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

ひ
ん
ご
遺
跡
の
発
掘
現
場
に
は
何

度
も
足
を
運
ば
せ
て
も
ら
っ
た
。
県

の
歴
史
博
物
館
に
、
ひ
ん
ご
遺
跡
の
品
物
が

他
の
重
要
遺
跡
物
と
同
等
に
展
示
さ
れ
て
い

て
「
こ
れ
は
凄
い
」
と
感
じ
た
。
道
の
駅
の

二
階
は
空
い
て
い
る
の
で
、
遺
跡
の
展
示
を
し

て
お
客
さ
ん
を
呼
ぶ
工
夫
が
考
え
ら
れ
る
。

県
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

調
査
結
果
報
告
書
が
で
き
て
か

ら
関
係
機
関
等
で
調
整
し
な
が
ら
、
一
番
良

い
方
法
の
保
存
、
活
用
等
図
っ
て
い
く
こ
と

が
望
ま
し
い
進
め
方
だ
と
思
っ
て
い
る
。
ひ
ん

ご
の
発
掘
調
査
の
場
所
は
、
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
悠

の
施
設
が
あ
る
。
あ
の
地
域
に
「
良
か
っ
た

な
ぁ
」
と
思
え
る
ひ
ん
ご
遺
跡
の
景
観
が
で
き

た
ら
良
い
と
思
っ
て
い
る
。

ジ
オ
サ
イ
ト
絡
み
で
活

用
を
考
え
て
い
き
た
い
。

今
年
度
予
算
に
上
が
っ
て
い
る
事

業
の
中
で
、
す
で
に
遂
行
で
き
な

く
な
り
村
民
に
多
大
な
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
っ

た
案
件
が
出
て
い
る
。
各
事
業
の
進
ち
ょ
く

状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
指
導
す
る
シ
ス
テ
ム
が
機

能
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

村
と
し
て
今
回
、
指
導
の
目
が
行

き
届
か
な
か
っ
た
こ
と
に
大
変
申

し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。
現
在
、
人
事
評
価

制
度
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
、
各
職
員

の
仕
事
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
把
握
し
指
導
を

徹
底
し
た
い
と
計
画
を
進
め
て
い
る
。

各
職
員
に
は
年
度
当

初
「
事
務
分
掌
表
」

を
定
め
、
各
担
当
を
明
記
し
た
資
料
を
配
布

し
指
示
を
し
て
い
る
。
各
事
業
と
も
時
期
を

逸
し
な
い
よ
う
に
指
示
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ

が
、
不
定
期
事
務
の
中
で
期
限
に
間
に
合
わ

な
い
よ
う
な
事
例
が
あ
る
の
も
事
実
で
、
今

後
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
に
取
り
組
む
こ
と
で

個
別
の
事
務
計
画
を
策
定
す
る
中
で
チ
ェ
ッ

ク
体
制
の
強
化
や
話
し
合
い
が
オ
ー
プ
ン
に
い

つ
で
も
気
軽
に
で
き
る
場
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
。

企
業
誘
致
と
い
う
の
も
難
し
い
昨

今
、
農
業
関
連
で
の
雇
用
促
進
に

も
目
を
向
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

当
村
で
も
幾
つ
か
農
業
法
人
が
生
ま
れ
つ
つ

あ
る
中
、
雇
用
促
進
が
期
待
さ
れ
て
当
然
と

思
う
。
年
間
１
２
０
万
円
程
度
の
助
成
金
を

出
す
国
の
制
度
は
あ
る
が
、
使
い
勝
手
が
悪

い
。
村
独
自
の
農
の
雇
用
制
度
を
考
え
ら
れ

な
い
か
。

私
も
栄
村
版
雇
用
制
度
は
必
要
と

考
え
て
い
る
し
公
約
に
も
出
し
て

い
る
。
農
業
だ
け
で
な
く
商
業
、
製
造
業
、

建
設
業
等
に
ま
で
広
げ
た
制
度
作
成
に
向
け

て
取
り
組
み
始
め
て
い
る
。
で
き
る
だ
け
早
く

要
綱
等
作
成
す
る
方
向
な
の
で
暫
く
待
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
補
助
金
に
対
し
て
も
特

命
対
策
課
で
あ
ら
ゆ
る
補
助
金
を
把
握
し
て

も
ら
い
、
様
々
な
要
望
に
う
ま
く
結
合
で
き
る

体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

定
住
促
進
に
も
繋
が
る
制
度
に
な

る
と
思
う
の
で
国
レ
ベ
ル
の
補
助

金
額
の
提
示
を
期
待
す
る
が
、
ど
う
か
。

言
わ
れ
た
と
お
り
の
流
れ
で
進
め

た
い
。
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百
合
居
橋
架
け
替
え
、
月
岡
地

区
千
曲
川
安
全
対
策
に
つ
い
て

ひ
ん
ご
遺
跡
の
保
存
・
展
示
・

活
用
に
つ
い
て

村
史
追
加
版
発
行
に
つ
い
て

百
合
居
橋
架
け
替
え
、
千

曲
川
安
全
対
策
に
つ
い
て
。

国
や
県
へ
直
接
訴
え
て

い
る
。 上

倉
和
美
議
員

村
長
村
長

質
問
質
問

村 長村
長
村
長

村
長
村
長

質
問
質
問

質
問
質
問

農
の
雇
用
促
進
対
策
に
関
し
て

業
務
に
対
す
る
役
場
職
員
の

取
り
組
み
姿
勢
に
つ
い
て

村
独
自
の
農
の
雇
用
制

度
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

栄
村
版
雇
用
制
度
は
必

要
と
考
え
て
い
る
し
公

約
に
も
出
し
て
い
る
。

阿
部
伸
治
議
員 

村 長村
長
村
長

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

村
長
村
長

村
長
村
長

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長



第
六
次
総
合
振
興
計
画
の
策
定
に

お
い
て
、
特
命
対
策
課
は
ど
の
よ

う
な
役
割
を
担
う
の
か
。
村
長
は
、「
特
命
対

策
課
は
企
画
課
の
よ
う
な
も
の
」
と
言
っ
て

い
た
が
。
特
命
対
策
課
長
は
村
づ
く
り
懇
話

会
で
世
話
人
に
す
ら
な
っ
て
い
な
い
。
栄
村
震

災
復
興
計
画
が
新
振
興
計
画
の
前
提
と
な
る
。

復
興
計
画
で
明
記
さ
れ
た
課
題
、
施
策
の
実

現
状
況
に
つ
い
て
素
々
案
に
は
書
か
れ
て
い
な

い
。
特
に
「
震
災
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
」
の
実
現
状
況
は
ど
う
か
。

特
命
対
策
課
は
私
が
進
め
る
新
た

な
仕
事
に
入
っ
て
も
ら
う
。
振
興

計
画
は
企
画
財
政
係
で
取
り
ま
と
め
、
そ
れ

を
特
命
対
策
課
長
に
閲
覧
し
て
も
ら
う
。

県
道
箕
作
飯
山
線
が

平
成
31
年
度
供
用
開

始
。
国
道
４
０
５
は
改
良
中
。
貝
廻
坂
は
整

備
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
。振

興
計
画
は
ま
さ
に
新
た

な
仕
事
だ
。
特
命
対
策
課

が
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
か
、
も
っ
と
具
体

的
に
提
示
し
て
も
ら
い
た
い
。
道
路
は
、
迂

回
路
が
な
い
集
落
の
災
害
時
な
ど
の
対
応
方

法
を
、
防
災
計
画
と
と
も
に
振
興
計
画
で
考

え
る
べ
き
だ
。観

光
を
発
展
さ
せ
る
に
も
、
文
化

行
政
と
い
う
考
え
方
が
必
要
だ
。

商
工
観
光
課
を
秋
山
に
移
し
た
が
、
狙
い
、

具
体
的
な
成
果
は
。

ジ
オ
パ
ー
ク
を
中
心
に
考
え
る
。

秋
山
郷
の
宿
泊
客
を
２
倍
に
し
た

い
。
イ
ベ
ン
ト
は
観
光
協
会
に
移
し
、
商
工

観
光
課
は
企
画
事
業
を
担
当
す
る
。

歴
史
文
化
財
、
文
化
行
政
と

観
光
行
政
は
深
い
繋
が
り
が

あ
っ
て
い
い
と
思
う
。
文
化
行
政
に
つ
い
て
の

村
の
構
え
を
し
っ
か
り
確
立
す
る
意
気
込
み
で

充
実
に
努
め
た
い
。
工
夫
し
な
が
ら
厚
み
を

増
し
て
い
き
た
い
。

秋
山
郷
の
観
光
は
山

岳
観
光
で
始
ま
っ
た
。

原
点
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
思

う
。
山
岳
と
ジ
オ
を
含
め
た
秋
山
観
光
を
考

え
る
。
そ
し
て
、
交
流
人
口
を
増
や
す
。
ま

だ
２
ヵ
月
で
、
秋
山
支
所
長
も
兼
ね
て
い
る

の
で
、
成
果
は
ま
だ
良
く
分
か
ら
な
い
。
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商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長

教
育
長

教
育
長

区　分 当初予算 6月補正 8月補正 9月補正 現在の予算額 増減額 増減率（％）

一般会計 3,885,000 9,000 23,655 3,917,655 32,655 100.84

特別会計

国民健康保険
（事業勘定） 308,209 682 7,162 316,053 7,844 102.55

国民健康保険
（施設勘定） 134,341 ▲ 487 2,406 136,260 1,919 101.43

秋山診療所 6,333 1,074 7,407 1,074 116.96

後期高齢者医療 31,129 31,129 0 100.00

介護保険 384,563 ▲ 4,993 3,568 383,138 ▲ 1,425 99.63

介護サービス 70,045 816 10,264 81,125 11,080 115.82

簡易水道 62,155 6,384 8,400 76,939 14,784 123.79

生活排水 67,474 4,617 660 72,751 5,277 107.82

農業集落排水 20,393 836 21,229 836 104.10

スキー場 118,788 1,400 120,188 1,400 101.18

ケーブルテレビ 36,797 14,400 51,197 14,400 139.13

合　計 1,240,227 1,297,416 57,189 104.61

◆平成28年度　栄村予算推移◆ 単位：千円

※▲は、減額

新
振
興
計
画
と
特
命

対
策
課
の
関
係
は
？

特
命
対
策
課
は
私
が
進
め

る
新
た
な
仕
事
に
入
る
。

松
尾
眞
議
員

村
長
村
長

質
問
質
問

村 長

村
長
村
長 商

工
観
光
課
の
秋
山
移
転
の

狙
い
・
成
果
は

質
問
質
問

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

松
尾
議
員

松
尾
議
員



栄 村 議 会 報 （22）平成 28 年 11 月 1 日

栄村議会活動報告
◎平成28年4月から9月までの村長並びに議長提出の「議会全員協議会」で議論された項目内容をお知らせします。

◆全員協議会（村長提出）
村長から依頼を受けて議長が招集し、行政上の重要問題等について議会の意見を聞くための協議会です。
開催月 内　　容

5月26日

◎特命対策課について
6月議会に提案書を出すが、特命対策課の行うことは企画立案のみで、予算は組まない。補助金全
般の研究をする。定住対策・振興対策・雇用対策・新エネルギー対策・空き家対策の部門に分け
て研究する。臨時職員とし、新たに民間から2 ～ 3名採用する。1年契約で最長3年まで。臨時職
員は新事業を行う。公約に16項目出したので早急に取り掛かりたい。マスコミにはとても注目され
ている

◎副村長について
9月議会で同意を求める。民間人で40歳以上。男女問わず。行政経験者は採らない。特命対策課
に入る。村外者は村民一人以上の推薦を必要とする

◎その他
　―議員より―　　　　　　　　　　　―村長答弁―
　・大課制度をどう精査するか　　→　　失敗だった
　・復興計画はどうするか　　　　→　　このまま継続する
　・サポートセンターはどうなる　 →　　心の相談のみ行う
　・復興支援員はどうなる　　　　→　　任期が来れば終了となる
　　他に「応募には動機を書かせよ」「事業を手掛けるには1年でできるか」などが出た
　※村長より「公社と社会福祉協議会には役場職員は配置しない」旨の発言があった

9月6日

◎直売所に対しての助成金について
―村長より―
・今の物産館他2店舗についても今のままでは経営は思わしくない。3店舗が良く話し合いを持たねば

ならない。直売所は是非自己努力をしてほしい
・物産館2階の活用、栄村加工所の漬物部門の代わりにトマト苑の1階を利用できるのではないか
―議員より―
・経営努力をして自力でやるべき
・役場が議員の意見も聞かず建物を建てた
・建物ありきでは経営は難しい
・役場は2 ～ 3年は協力すべきだ　など多数の意見があった

9月13日

◎副村長候補者決定についての説明
―村長より―
・マスコミが注目している中、今日まで情報を出さないできた。教育畑の人だが現場経験が豊富で意

欲があり、現職をなげうって栄村のために働いてくださる。村外の人ゆえ、こだわりの無い視点で
平等にやってくれると思う。栄村の総合戦略会議に出席されていて知り合っていた。家族はいるが
単身で村に住む。現在、長野大学社会福祉学部教授で、栄村には12月5日より就任の予定である。
森重俊幸氏（64歳）　神奈川県平塚市に住所あり

―議員より―
・「直接本人に会って話をしてみたい」などの意見が出た
※13日、追加議案の同意案として提出され、全員起立（賛成）で副村長として同意されました
◎箕作の「田舎暮らし体験住宅」の長期利用について
　ラフティングで観光を行う「ラスティカ」という団体で、代表　阿部岳志　他1名。山形県小国町

でラフティングをやっていたが、公共物の建設等の理由でできなくなり他市町村を探していた。本
年8月2日より来年3月末まで月15,000円で体験住宅を長期に渡って貸すことにした。

―議員より―
・1泊や2 ～ 3泊する体験型の住宅で、決めていた事を何故守らない
・担当者の主観で決定して良いのか
・長期滞在なら地区の作業・行事にも参加を促していただきたい
・「無料で」との申し出とは虫が良すぎる。貸し賃15,000円は安い
・住宅を売る方向に持っていくべきだ
・村営住宅として貸し付けたのなら住所は村にあるのか
・新しい村の産業として若者の活動を期待したい
　今後、体験住宅として整備するのは、大久保　阿部源松宅　志久見　広瀬ウタイ宅の2件と報告が

あったが、この2物件とも未だ手付かずの状態である
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◆全員協議会（議長提出）
議員全員で協議します。基本的に月一回開くことにしています。
開催月 内　　容

4月28日

◎新議員議席決定について・長野県議会陳情採択通知書について　など
・新議員が自分でどの委員会に入るかを決定した
・監査委員　上倉敏夫氏　・議会報編集委員　松尾眞氏　推薦により決定
・十日町・津南町・栄村議会連携協議会幹事会　会議報告

飯山線の利便性向上や、SL運行要望活動　など
・長野県議会陳情採択事項

豪雪地帯の道路整備・災害復旧・克雪住宅推進・住宅除雪支援・医療体制確保の充実

5月26日

◎議員の学習　研修について
・8月上旬に長野県町村議会議長会から講師を招き、講義を受けることについて、議題をどうするか

議員の権限・他市町村の議会運営などについて聞くことになった
・7月27日、28日「新潟朱鷺メッセ」でのジオパーク国際フォーラムに参加して議員交流を行うか

どうかについて、栄村は参加しないことに決定した
・その他、議員より「議会中は傍聴者に議員と同じ資料を受付に置くべきだ」「補正予算の議案には

丁寧な資料を付けるべき」などの要望が上がった

6月22日

◎議員の学習　研修について
・先月に引き続き、議題について協議した
  議員の権限について詳しく知りたい・他市町村の議会活性化について・土日議会・若者や女性議員

の立候補について・本会議の議会運営について
◎北信地区議会議員球技大会について

7月6日

◎先進地視察について・・・2件案が出た
・群馬県南牧村（なんもくむら）
  国で一番に消滅する村と言われたが人口が増えている。社会福祉協議会がデイサービスを行っている
・群馬県みなかみ町

30種類以上の体験場所がある
他に「大雪の地域を視察したい」「雪に関する施設見学」など意見が出た

◎林活議員連盟の視察場所について
・生坂村「木の駅プロジェクト」
・塩尻市「山のお宝ステーション事業」
・安曇野市「薪ボイラー」

8月8日

◎先進地視察の検討
◎8月議員参加行事について
◎直売所の決算書についての説明
◎直売所からの財政援助の要望について
・出荷運営組合長から「2、3年の援助は役場から行う」と約束があったが、本年は無い。本年もお

願いしたい
◎長野県町村議会議長会より　宮嵜康史氏を講師に迎え、「議会基本条例」「通年議会」「議員の根

源と義務」について講義を受けた

9月9日

◎先進地視察について
・11月14日・15日　群馬県南牧村と新治村
◎林活議連視察研修の日程について
・10月24日　塩尻市
◎議員親善球技大会について
・10月6日　山ノ内町
◎諸行事の参加について
・9月17日（土）　栄小学校運動会
・9月24日（土）　北信保育園運動会
・10月6日（木）　北信地区議会議員球技大会
・11月14日・15日　議会視察研修（総務・産社合同）
◎28年度長野県特別豪雪地帯指定町村議会協議会、栄村議会の議題について
・県道秋山郷森宮野原（停）線について引き続き要望する
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